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 要  旨 
近年、次世代型太陽電池として高効率増感太陽電池の研究が盛んに行われている。
この種の太陽電池は、TiO2をナノ粒子化することにより多孔質化した電極表面に、有機
色素を吸着させ、分光増感を促進させたもの（色素増感太陽電池）が代表的である。ここ
で、TiO2はルチル型とアナターゼ型が代表的な結晶構造として知られている。本研究で
は、この異なる結晶構造のTiO2を太陽電池電極基板に用いた際の効果を検討するた
め、アナターゼ型とルチル型が複合化したナノ構造TiO2電極を作製した（アナターゼ型に
対するルチル型の混合率0,50,100%：東邦チタニウム製TiO2ナノ粒子 :40 nm）。ここで
は、従来の有機色素の代わりに半導体量子ドットであるCdSe量子ドットを増感剤として吸
着させ、複合基板の違いによる効果について検討した。半導体量子ドットは、①ドット径
制御により光吸収領域をコントロールできる、②電荷分離が大きい、③衝突電離による量
子効率向上の可能性等の特徴がある。光吸収情報を得るために光音響(PA)分光法、分
光増感特性評価には光電流変換量子効率(IPCE)測定を行った。 
図1にCdSe量子ドットを15時間吸着したナノ構造複合電極のPAスペクトルを示す。ル
チル型TiO2の混合率の増加にともなうPAスペクトルの立ち上がりのレッドシフトが確認さ
れ、ルチル型TiO2の混合によるCdSe量子ドットの吸着量の増加・成長促進が示唆され
た。図2にCdSe量子ドットを15時間吸着したナノ構造複合電極のIPCEスペクトルを示
す。全ての試料において、CdSe量子ドットを吸着したことによる分光増感が確認された。
また、ルチル型TiO2の混合率の増加にともなう低エネルギー領域のIPCE強度の増加が
確認された。 
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図1. CdSe量子ドットを15時間吸着した 
ナノ構造複合電極のPAスペクトル 
図2. CdSe量子ドットを15時間吸着した 
ナノ構造複合電極のIPCEスペクトル 
 
